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カが欠け、活動が止まってしまい、問題に突き当たったとき、知らないことに対して対拠不能
になるケースがしばしば見られた。我々も最初の計画がいかに大事であるかを考えさせられる。
3.プロジェクトマネジメントの必要性
プロジェクトをうまく運営するために、計画カと批判判断力を育成することが必要である。
計画、実施、評価からなるプロジェクトマネジメント能力をつけなければならない。5WIHを
徹底的に考える計画力支援ツールと Plan、Do、Checkの3機能を分担して互いに批判・評価し
ながらプロジェクトを進めるワーク手法を取り入れたプロジェク卜能力育成を計画している。
学生自らの創造的な活動を支援するための優れた手法を学生とともに完成させたい。
講演の中で強調されていたことは、 f自分の意見を持つこと=考えを持つこと・他人に伝える
こと=コミュニケーションカ 真の国際人j、「学ぶ力、自らが考える=学カ、社会に通用する
カ=人間力j とのことでした。私自身にも技術支援での心構えとして再認識させられました。
学生自主フロジヱウトの例
同岬円。
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